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 金型高精度加工システムの開発（第２報） 

１ ラジアスエンドミルの加工誤差補償システムの開発 

西川隆敏，菊田敬一，筒本隆博，門藤至宏，山本 健，岩谷 稔，弓場憲生，佐々木憲吾，金子順一 

金型加工で一般に用いられる 3 軸のエンドミル加

工では，切削力の作用による工具のたわみが加工誤

差の大きな要因となる。これまでに筆者らは 3 軸の

ボールエンドミル加工を対象に，工具のたわみと工

具自体の形状誤差に起因する加工誤差を事前に予測

し，NC データを修正する加工誤差補償システムの開

発を行っている。本研究では，このシステムを 2.5 

次元の加工に多用されるラジアスエンドミルの等高

線加工に対応させるため，工具の側面からの描画に

より切削領域を検出する手法を提案した。このシス

テムを直径 20mm のラジアスエンドミルによる傾斜

角 89.5°の立ち壁加工に適用した結果，最大 42µm

あった加工誤差が 4µm に低減した。 

 

Ｐ１～４，表３，図１１，文献２

 

CFRTP の低コスト成形加工技術の開発（第２報） 

２ トランスバースメンバーの開発・試作 

松永尚徳，西田裕紀，山下弘之，藤井敏男，大川正巳，松葉朗，河野洋輔 

平成 21 年度からプロジェクト研究として，熱可

塑性炭素繊維複合材料（CFRTP）を用いて自動車用部

品の生産に適した高速・低コストの成形技術の開発

に取り組んできた。 

本報告では，これまでの研究で得た知見を基に，

株式会社ワイテックと共同で自動車用部品の一例と

してトランスバースメンバーを開発・試作し，性能

評価を行った事例について報告する。トランスバー

スメンバーのCFRTP化により約60％の軽量化を達成

し，積層構成により剛性特性を調整できることを確

認した。異方性の活用により製品設計の自由度拡大

が期待できる。 

   Ｐ５～８，写真２，表５，図７，文献１

 

車載電子モジュール用プラットフォームの開発（第４報） 

３ 制御対象のモデリング手法と車載通信テンプレートの構築 

倉本丈久，大賀 誠，宮野忠文，長谷川浩治 

車載電装品の開発効率や品質の向上を目的として，

モデルベース開発の導入が進んでいる。モデルベー

ス開発には，動力源やコントローラのモデル化が必

要であるが，動力源に試作品を用いる場合は，制御

対象となる動力源のパラメータを求める必要がある。 
また，自動車には，車載電装品を制御する ECU

が多数搭載されている。そのため，ECU 同士を接続

する車載ネットワークシステムの重要性が増してお 

り，車載電装品の開発には，このネットワークへの

接続を考慮する必要がある。 
本報告では，パラメータが未知のブラシレス DC

モータのモデル化を，物理モデリングとシステム同

定で行う手法を示すとともに，車載通信ネットワー

クの雛型として，CAN プロトコルを用いた試験環境

を構築し，モータを制御したことについて述べる。 
 
  Ｐ９～１２，写真２，表５，図５，文献６ 

 

超小型視線検出モジュールによる目視確認サポート装置の開発（第１報） 

４ 視線検出精度の計測と小型視線検出モジュールの開発 

橋本晃司，古本浩章，後藤孝文，打田澄雄 

自動車運転や組立工場，医療など，様々な分野で

目視確認が行われている。目視確認を可能とする装

置が求められているが，身障者用の高価で大きな装

置しかない。視線情報検出装置「アイマウス」を FPGA

技術により超小型モジュール化し，自動車運転や組

立工場で実装可能な目視確認サポート装置を開発す

る。視線検出精度の検証や，本体サイズの約 35％小

型化を実現した。 

Ｐ１３～１６，表１，図１４，文献６
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自動車の軽量化を実現するために必要な新接合プロセスの開発（第３報） 

５ 亜鉛めっき鋼板重ねレーザ溶接時のレーザ加熱変形前処理技術の開発(Ⅱ)  

門 格史，森下勇樹，大石 郁，坂村 勝，大田耕平，篠崎賢二，山本元道，門井浩太 

亜鉛めっき鋼板の重ねレーザ溶接における狭間隙，

広間隙の２つの課題の解決方法として,レーザ加熱

による変形前処理について検討し，どちらの課題に

も効果があることがわかった。 

(1)鋼板を下側に大きく変形させるには，レーザ出

力，スポット径，クランプ間距離を大きくすること

が有効であった。 (2)鋼板を重ねた状態でレーザ照 

射により鋼板を変形させた場合，鋼板間の隙間 0mm，

0.7mm のどちらも，溶接欠陥が発生しない程度に鋼

板間の隙間を制御できることがわかった。(3)レーザ

前処理後の溶接では，適切な位置に溶接を行うと前

処理を行わない通常のレーザ溶接と比較して鋼板間

の隙間裕度が大幅に向上した。 

Ｐ１７～２０，表４，図６，文献３ 

 
樹脂ガラスの超硬化・UV カット表面コーティング技術の開発（第２報） 

６ ゾルゲル法とナノ粒子を用いた耐摩耗性コーティング技術の開発 

小島洋治，羽原雄太，舟木敬二，下原伊智朗，谷口勝得 

樹脂ガラスの耐候性及び耐摩耗性向上技術の開発

に取り組んでいる。ポリカーボネート板に，メチル

トリメトキシシランを用いたゾルゲル法により，紫

外線吸収剤としてコアシェル型酸化チタンナノ粒子

を使用したハードコーティング板を作製した。 

検討の結果，テーバー摩耗試験において⊿H=5.8％

（回転数：100 回転）の耐摩耗性能が得られた。ハ

ードコーティング液の作製過程における粘度の経時

変化を測定したところ，耐摩耗性能発現のための膜

厚制御には，コーティング液中の揮発成分の制御が

重要であることが示唆された。また，作製したコー

ティング膜の紫外線吸収性能を，石英基板上にコー

ティング液を塗布して測定したところ，酸化チタン

ナノ分散液を使用することで波長300 nm以下の光が

99％以上遮断されることが分かった。 

 

 
 

Ｐ２１～２４ ，表１，図３，文献３ 

 
ハイサイクルなダイカスト成形を可能にする金型冷却技術の開発（第 1 報） 

７ アルミニウム鋳造用 鉄鋼－銅ハイブリッド金型の冷却性能 

寺山 朗，府山伸行，本多正英, 大橋俊彦，山崎拓哉 

アルミニウムのダイカスト成形は自動車部品の製

造に欠かすことのできない技術である。製品の低価

格化のため成形時間の短縮が推進されているが，金

型冷却性能が向上できれば，成形時間のさらなる短

縮が見込める。 

本研究では，熱間工具鋼と無酸素銅を拡散接合し，

キャビティ面のみ鉄鋼で下部は熱伝導の良い銅を配

置したハイブリッド金型を提案し，重力鋳造法でそ

の金型の冷却性能を調査した。この鉄鋼―銅金型を 

使ってアルミニウム合金を鋳造した結果，従来の鉄

鋼製金型に比べて金型内部の温度を約 100℃低減で

き，また金型冷却に要する時間も短縮することがで

きた。しかし，鋳物の凝固時間の短縮効果はみられ

ず，そのため鋳造材のミクロ組織に差異は確認でき

なかった。また，鋳造時の金型内部温度をシミュレ

ーションし，各物性値をチューニングすることで実

測値に近い値が計算できることがわかった。 

Ｐ２５～２８，図８，文献５ 
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木材不燃化等高機能化技術の開発（第２報） 

８ ゾルゲル法による木材不燃化 

宗綱洋人，舟木敬二，松下修司 

地球温暖化防止と循環型社会構築に向け長期間

にわたって安定して使用することができる優良住宅

の普及が進められている。このような中，優良木造

住宅へのニーズは高まりつつあり，建築基準法の基

準を満たす不燃木材の開発が求められている。本研

究では，テトラエトキシシラン（TEOS）を金属アル

コキシドとして用い，ゾルゲル法により木材試験片

中にケイ素化合物（乾燥ゲル）を生成させることに

よる木材の難燃化について検討した。木材への効率

的な薬剤注入と均一な乾燥ゲルの生成のため，予め

TEOS，水，エタノールを混合した一液を作成，木材

に加圧注入し乾燥ゲルを生成させた。木材試験片乾

燥重量に対し，0.37 の乾燥ゲルを木材中に生成させ

ることができたが，コーンカロリー試験では，その

難燃性能を確認することはできなかった。 

Ｐ２９～３１，写真１，図４，文献２ 

 

鉛蓄電池の再生技術開発及び再生原理の解明（第２報） 

９ 電解液中の SO4
2-イオン濃度変化から推定した中古鉛蓄電池に対する多段階電流充放電処理効果 

舟木敬二，松下修司，渡邊真彦，大橋昌弘，歌田光典 

電解液中の SO4
2-イオンが電極反応に関与する鉛

蓄電池では，電解液の成層化が生じ難い放電時の

SO4
2-イオン濃度の減少は，電極反応に関与した電極

活物質（PbO2，Pb）利用率の指標になりうる。そこ

で新品および中古の鉛蓄電池の電解液を，入庫時お

よび定電流放電（1st 放電），多段階電流充放電，定

電流放電（2nd 放電），の各工程後に電解液上部と下

部 2 箇所で採取し SO4
2-イオン濃度を測定した。 

劣化があまり進行していなかった供試体では，放

電後の電解液上部と下部のSO4
2-イオン濃度の差はほ

とんどなかった。これらの供試体では放電時の SO4
2-

イオン濃度には成層化の影響がほとんどなく，SO4
2-

イオン濃度変化が活物質利用率の指標になると判断

した。 

これらの中古鉛蓄電池の1st放電に伴うSO4
2-イオ

ン濃度の減少の，電解液上部と下部での差は小さく，

活物質利用率に電極上部と下部による差がほとんど

ないことを示した。一方，多段階電流充放電処理後

の 2nd 放電による SO4
2-オン濃度の減少は，電解液上

部では 1st 放電とほとんど変わらなかったのに対し，

電解液下部では 1st 放電時の 1.6 倍になった。した

がってこれら中古鉛蓄電池に対する多段階電流充放

電処理は，電極の主として下部の活物質利用率増加

を促したと結論した。 

Ｐ３２～３５，表２，図３，文献４ 

 

鉛蓄電池の再生技術開発及び再生原理の解明（第３報） 

１０ 電極の分析結果から推定した電池の劣化モード 

舟木敬二，松下修司，渡邊真彦，大橋昌弘，歌田光典 

多段階電流充放電処理によって放電容量が回復し

た自動車用鉛蓄電池の中古品の劣化モードを調べる

ため，これらの電池電極を多面的に分析した。供試

体には，(1)2.8 A 定電流放電，(2)容量回復のため

の多段階定電流充電，(3)2.8 A 定電流放電，の 3

つの工程を施した。 

正極格子の鉛直方向および水平方向のグロースは，

劣化がかなり進んだ電池以外の中古品では確認され

なかった。中古鉛蓄電池の正極表面には PbSO4 の結

晶の存在が確認された。また正極格子と活物質との

界面には腐食層が存在し，その厚さは正極グロース

が確認された電池で最大だった。他方，中古鉛蓄電

池の負極断面には，化学的に生成した PbSO4 粗大結

晶が活物質表面だけでなく，様々な領域に存在して

いた。これらのサルフェーションは SO4
2-イオンの拡

散を妨げるほど緻密ではなかった。 

これらの分析結果は，供試体の中古鉛蓄電池の放

電容量低下が正極を主因とするものであり，正極活

物質のミクロ構造変化であることを示唆した。

Ｐ３６～３９，写真４，表２，図１，文献９ 
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１１ 高齢者用爪やすりの人間工学評価と製品デザイン反映方法の研究 

橋本晃司，横山詔常，後藤孝文，打田澄雄，重松孝治，高橋伸幸 

高齢者介護においてネイルケアの必要性が高ま

っている。高齢者用の爪やすりが販売されているが，

刃先が鋭利で危険なものや，ハンドルが使いやすい

ものがない。高齢者用の爪やすりを開発するために，

介護施設でのニーズ調査を行なった。 

また，作業者がマネキンに取付けたプラスチック

製の爪をやすりがけし，筋電や指圧によって作業負

担を評価した。これらから高齢者用やすりの試作品

を開発することができた。 

 

Ｐ４０～４３，表４，図９，文献２ 

 

１２ 籾殻急速熱分解生成物の分析電子顕微鏡観察 

田邉栄司，菊池昭夫 

籾殻は籾の重量の約 20％を占め，セルロースやヘ

ミセルロース等の有機分約 70％とシリカ約 20％が

主な構成成分である。従来，籾殻の資源化は，炭化

した際に主成分となるシリカや炭化珪素の高純度抽

出を目指して進められてきた。本研究では炭素と珪

素を含む化合物のコンポジットそのままで活用する

ことを目的に，通電焼結技術を応用した連続急速熱

分解処理を行い，その生成物の微細構造を分析電子 

顕微鏡によって解析した。 

電子エネルギー損失分光（EELS）による化合物の

同定と高分解能観察の結果から，550℃処理では主成

分がアモルファスカーボンに覆われたアモルファス

シリカ，1,200℃処理では球状カーボン，結晶性の高

い SiC 及びアモルファスシリカの混合物であること

が分かった。 

 

Ｐ４４～４７，写真２，図４ 

１３ 有機性廃棄物からの生物化学反応によるエネルギー生産に関する研究（第２報） 

松下修司，宗綱洋人，倉本恵治，玉井正弘 

近年，有機性廃棄物などのバイオマスをエネルギ

ー源とし活用する方法として，微生物を用いたメタ

ン発酵が行われている。メタンは発熱量が大きいた

め，燃焼熱を利用することが多いが，その他の用途

にはほとんど使われていない。一方，水素は発熱量

が小さいものの，直接燃料電池に利用して電気エネ

ルギーに変換することが出来る。そこで本研究では，

メタン発酵に用いられるグラニュール汚泥を改変し 

て水素を生産する方法の検討を行った。その結果，

水素発酵を維持しながらメタン発酵を抑制する物質

として，糖脂質 MEL（A, B, C, D）及び MML を見出

した。中でもMEL-B の有効濃度範囲は150-1,000mg/L

であり，その効果は 60 日にわたり持続した。この結

果は，メタン発酵の改良により効率的な水素生産が

可能であることを示している。 

Ｐ４８～５１，図８，文献３

 

１４ 無機排水処理の最適化について（第２報） 

冠地敏栄 

重金属を含む無機廃水の処理は，主に水酸化物法

による不溶化，凝集剤を用いた凝集沈殿により処理

されているが，工程水中の重金属イオン安定化など

の目的で添加される薬剤により従来の処理方法では

排水基準を遵守できないおそれが出てきている。特

に平成28年12月11日からめっき工場などに新排水

基準(2 mg/l 以下）が適用される Zn については,排

水から安定して除去することが課題となっている。 

そこで本研究では，排水処理工程の見直しにより，

既存の排水処理設備のままで処理水中の濃度が排水

基準以下となる条件を調査した。ラボ試験を行った

ところ，Zn 濃度が 180 mg/l(2.7 mmol/l)以下の廃水

に Ca 剤として廃石膏を添加すると置換法の効果を

確認できた。また，石膏の溶解特性，硫化物法，フ

ェントン法についても知見を得ることができたので

報告する。 

Ｐ５２～５５，表１，図５，文献１ 
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